
本誌読者のほとんどが、自宅でのインターネット

利用にはNTTの電話回線を使っていることだろう。

それがアナログ回線ならモデムで、ISDN回線なら

TAかダイアルアップルーターでインターネットプ

ロバイダーい接続しているはずだ。通信速度は

28.8Kbpsから64Kbps、速くても128Kbpsと

いったところか。アナログ回線からISDN回線に換

えれば、2倍から4倍近くパフォーマンスはアップ

する。しかし128Kbpsで通信すれば、テレホーダ

イタイム以外は電話料金は倍になる。また、電子

メールの受信確認にもいちいちダイアルアップしな

ければならないし、プッシュ型のコンテンツ配信も

有効に活用できない。回線速度と従量制の電話料

金、そして常時接続でないことが電話回線に依存

するインターネットの弱点だ。

これが企業でのインターネット利用となると、専

用線になる（もちろん規模や業種にもよるが）。こ

の場合でも64Kbpsから256Kbpsというところ

が多いのではないだろうか。その上の1.5Mbpsや

4.5Mbps、6Mbpsの専用線を引いているところ

は、かなりの大企業だろう。個人でも物理的には

高速な専用線が引けないわけではない。しかし、専

用線となると128Kbpsクラスでも月50,000円

は下らない。1.5Mbpsともなると、月1,000,000

円にもなってしまう。現実的ではない。現在は

OCNエコノミーのような安価なサービスも出てき

ているが、それでもサーバーマシンなどの機器のた

めの費用はバカにならない。個人で使うにしろ企業

で使うにしろ、導入を考えたときの専用線の欠点

はコストの高さにあるのだ。サーバーを接続業者側

に置くにしても、IPアドレスの割り振りやセキュリ

ティーの確保など、最低限のネットワ

ークの知識は求められる。事実上、個

人ユーザーや資金や知識に余裕のない

SOHOなどでは高速な専用線を手に

入れることはできないのだ。

ところが、この状況を打破できる「高速かつ低料

金」なインターネット接続サービスが現れた。それ

が衛星インターネット、CATVインターネットだ。

それぞれ仕組みとサービス内容は異なるが、どちら

にも共通するのが、従来の電話回線より高速で、

専用線より安いということだ。とはいっても、弱点

がないわけではない。次ページからは、この2つの

インターネット接続サービスの仕組みと特徴を、実

用性という面から検証してみたい。
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個人でも使える高速回線

電話回線ではもう限界!?
これからは衛星・CATVインターネットだ

インターネットは個人ユーザーは電話回線を、企業は専用線を使って利用するもの、という
のが一般的な認識だろう。ところが、最近はちょっと事情が変わってきた。衛星放送や
CATV（ケーブルテレビ）のインフラを使って高速な通信が安価に提供され始めたのだ。
今回の記事では、これらのサービスの仕組みと、ユーザーにとって電話回線によるインター
ネットよりよいものなのかを検証していく。 編集部

REPORT

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



衛 星 ・ C A T V
イ ン タ ー 

の 
ネ 

実 用 性 

ッ ト 

INTERNET magazine 1998/8 353

衛星インターネットとは

BSとCS。衛星放送にはこの2つが

あるが、衛星インターネットで使うのは

CSだ。だからすでにディレクTVに加入

して衛星放送を受信していて、さらに

一般のプロバイダーに加入していれば、

比較的簡単に衛星インターネットを利

用することができる。衛星インターネッ

トは、インターネットのコンテンツ（デ

ータ）をこれらの衛星からの電波として

ユーザーに届けるサービスだ。

衛星インターネットの
仕組み

その仕組みはわりと簡単だ。通常の

電話回線を使ったインターネットでは、

ユーザーの要求がその電話回線を伝っ

て目的のサイトに届けられる。その要求

を受けたサイトのサーバーは、それに合

ったコンテンツ（データ）を、また電話

回線を通じて送り返してくれる（厳密

には電話回線以外にさまざまな専用線

なども通るのだが）。目的のサイトまで

のネットワーク的な道のりを調べるには

ウィンドウズ95の場合には、DOS窓か

ら「tracert （目的のURLまたはIPア

ドレス）」と打ってみればいい。どんな

ところ（サーバー）を何箇所経由してい

るかがわかる。ここまでは本誌でも何度

も解説しているので、知っている読者

も多いことだろう。

ダイレクトインターネットがサービス

する衛星インターネットサービスでは上

り線、つまり目的のサイトへの要求の

仕組みは同じで、やはり電話線を使う。

違うのは下り線で、サイトからのコンテ

ンツは衛星にデータを送るダイレクトイ

ンターネットのセンターにいったん送ら

れる。そしてそのネットワークセンター

から衛星にデータを発信し、衛星がそ

れを中継するのだ（なお、ネットワーク

センターは米国カリフォルニアにある）。

このような仕組みになっているため、

ユーザーは衛星のデータを受信するため

のシステム（アンテナなど）以外に、一

般のプロバイダーを使ったインターネッ

ト環境を用意しなければならない。イン

ターネットの利用料も、ダイレクトイン

ターネットとプロバイダーの両方に支払

うことになる。

衛星インターネットとは
似て非なる衛星データ放送

同じCS放送を使ったスカイパーフ

ェクPCは、実はインターネットでは

ない。地上波を使ったTBSのビット

キャストやテレビ朝日のADAMSと同

様の「データ放送」だ。衛星でも電

話線でも、インターネットならウェ

ブ上にあるコンテンツ（データ）な

らなんでもユーザーのアクセス要求に

応じて送信してくれる。これに対し

て衛星データ放送では、コンテンツ

はテレビ放送と同じように、スカイ

パーフェクPCが独自に用意した「番

組」という形で衛星を中継して常時

発信され、ユーザーは「チャンネル」

を変えることで目的のコンテンツを

受信する。テレビのような番組表は

用意されているが、ユーザーは好き

なときに好きなコンテンツを、予定

表からはずれて受信することはでき

ない。だが、現在は「窓の杜」にある

多くのプログラムなどを実験的に放

送しており、今後インターネットの

ユーザー向けの番組を増やすことも

スカイパーフェクPC 
ネットワークセンター 

ダイレクトインターネットの仕組み
ユーザーからのアクセス要求は従来のプロ

バイダーに接続して行う。下り線だけが高

速化されているのだ。

電話回線 
インターネット 

ダイレクトインターネット 
ネットワークセンター プロバイダー 

モデム・TA

スカイパーフェクPCの仕組み
スカイパーフェクPCは衛星から発信され

ているコンテンツをユーザーが選んで受信

する「放送」で、インターネットではない。

ウェブサーフィンは従来の電話回線による

インターネットで行う。

衛 星 イ ン タ ー ネ ッ ト 
全国どこでも利用できる
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検討しているという。またデータの

やりとりにTCP/IPを使っているため、

将来的にはダイレクトインターネッ

トと同様のインターネット接続サー

ビスに発展する可能性もある。

速度はISDN128Kbpsの
4倍！

通常のインターネットに代えて使うの

であれば、衛星インターネットの選択肢

はダイレクトインターネットということ

になる。ただし、料金などの詳細は未

定だが、NTTサテライトコミュニケーシ

ョンズも同様のサービスを12月に開始

するという。こちらについては、詳細が

決まり次第、本誌でも紹介していく。

さて、そのダイレクトインターネット

だが、それでは通信速度はどれくらいな

のだろう。同社のサービスカタログには

大きく「400Kbps」と謳われている。そ

こで編集部では実際のパフォーマンスを

計測してみた。するとダウンロードでは

最高57Kバイト/秒と、ISDN128Kbps

使用時の4倍強ほどになった。ただしこ

れは最高時だ。ご存じのとおり、イン

ターネットの場合には1つの回線を複数

のユーザー（アクセス）でシェアしている。

そのため他のユーザーのアクセス状況な

どによっても実効通信速度は変わって

くる。今回のテスト結果が絶対のもので

はないことを了承していただきたい。

コストは安いか

ダイアルアップのインターネットユー

ザーがダイレクトインターネットのサー

ビスを受けようとするとき、初期費用

として必要になるのは、別表のようにな

る。アンテナやボードなどの機器のほか、

工事費まで含めると20万円にもなって

しまうが、すでにCS放送に加入してい

て、アンテナと工事費が不要なら50,000

円程度ですむ。月々の利用料は5,500

円と従来の専用線に比べれればずっと

速くてずっと安い。しかし間違えてなら

ないのは、これはダウンロードするデー

タ量が64Mバイト/月までの料金だとい

うことだ。これを超えて利用するとき

は、100円/1Mバイトの従量課金となる。

また、この料金には同時に利用しな

ければならないプロバイダーの接続料金

と電話料金が入っていないのだが、こ

ちらはそれほどの金額ではないようだ。

64Mバイトのデータを実効速度

50Kbpsでダウンロードしたと

考えると、1,310≒21.8分。電

話料金が10円/3分とすると約

73円。プロバイダーの課金は完

全従量制でもない限り、基本料

金に収まる。

反対に、平均的なプロバイダ

ーの2,500円/15時間のコース

を想定してこれをフルに利用す

ると、ダイレクトインターネッ

トの料金はいくらになるだろう。前記の

例と同じ速度だとすると、15時間

（54,000秒）でダウンロードできるのは

約2,636Mバイト。ここから64Mバイ

トを引いた残りの2,572Mバイトが、

100円/1Mバイトで課金されるのだか

ら、257,200円となる。実際には通信

中ずっとダウンロードしているわけでは

ない。しかし、例に挙げたネットワーク

スケープコミュニケーター4.0Xやインタ

ーネットエクスプローラ4.0Xは、それ

だけで約16Mバイトもある。このよう

なソフトウェアを4本ダウンロードした

だけで64Mバイトは使い切ってしまう。

データ量による従量課金は、使い方が

難しいかもしれない。

ダイレクトインターネットの
実用性

以上のように、ダイレクトインターネ

ットの長所はその高速さにあり、短所

はデータ量の従量課金による一定量を

超えてからのコストの高さと常時接続

ではない点にある。これらを併せて考え

ると、月に10時間を超えるような趣味

のウェブサーフィン用に導入するには

少々つらいかもしれない。このサービス

に向いているのは、大きなデータや小さ

くても頻繁に受信を行い、同じように

は送信しないというような使い方という

ことになるだろう。

ダイレクトインターネットのサービス

は始まったばかりで、料金体系の変更

も考えていないわけではないという。

210ページでは、今回の記事に合わせ

てこのサービスのモニターを募集してい

る。気になる読者の方は、申し込んで
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ネットワークスケープコミュニケーター4.05（15.9Mバイト）のダウンロードに要した時間と平均転送速度

スカイパーフェクPCのホームペー

ジでは、トライアルで放送してい

る番組ガイドや必要な機器のガイ

ドなどを紹介している。

また、ダイレクトインターネットは

まだホームページがない。

jhttp://spc.
perfectv.co.jp/

アンテナとスカイパーフェクPCの受信ボードは実勢価格。月額料金は最低価格を掲載している。

ダイレクトインターネット スカイパーフェクPC

アンテナ 147,000円（アンテナ、ボード、 30,000円

受信ボード ソフトウェアのキット） 65,000円（チューナー付き）

加入料 3,000円 2,800円

合計 150,000円 97,800円

月額料金 5,500円（64Mバイト/月・ トライアル期間中は無料
以降100円/1Mバイト）

問い合わせ 044-862-0011 0570-039-888

時間 平均速度

ダイレクトインターネット 4分56秒 55.1Kバイト/秒

ISDN 128Kbps 20分35秒 13.2Kバイト/秒

64Kbps 38分40秒 7.0Kバイト/秒
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CATVインターネットとは

日本各地でサービスされているCATV

（ケーブルテレビ）。CATVインターネッ

トとは、簡単にいえばそれらCATVのケ

ーブル網を電話回線代わりに使ったイ

ンターネットだ。そのため、前ページで

紹介した衛星を利用するダイレクトイ

ンターネットとは違い電話回線を必要

としない。ユーザーが用意するのは、コ

ンピュータとイーサネットボード、それ

にウェブページを表示するブラウザーと

電子メールソフトだけだ。ユーザーはイ

ーサネットボードにつないだ10BASE-T

ケーブルをCATV会社から購入（また

はレンタル）したケーブルモデムに接続

する。そのケーブルモデムに家屋に引き

込んだCATVのケーブルをつなぐだけだ。

ユーザーからのアクセス要求はコンピ

ュータからケーブルモデム、CATV会社

のルーター、サーバーと通り、インター

ネットへと流れていく。目的のサイトか

らのデータはこの逆になる。これでわか

るように、CATVインターネットと通常

の電話回線とプロバイダーによるインタ

ーネットは、データの流れは変わらない。

ただし電話回線利用では割り振られ

るIPアドレスはほとんどがグローバルア

ドレスだが、CATVインターネットでは

プライベートアドレスが割り振られるこ

とがある。サーバーがこのアドレスをグ

ローバルアドレスに変換しているわけだ。

したがってこの場合、プロキシーがリア

ルオーディオなどのストリーミングコン

テンツに対応していないとこれらのコン

テンツが利用できないことがある。これ

は各社のパンフレットだけではわからな

いので、気になるようなら直接問い合

わせることが必要だ。

速度はISDN128Kbpsの
10倍以上！

では、一般のプロバイダーを利用す

るのとCATVプロバイダーを利用するの

では何が違うのか。それは回線だ。前

者では個人ユーザーは電話回線を利用

する。これに対して後者はCATVのケー

ブル網を利用する。これが最大の違い

であり、CATVインターネットの最大の

魅力なのだ。

もともと音声を送受信することを目

的とした電話回線に対して、CATVは

テレビ放送の番組の大量のデータを流

すことを考えて作られている。帯域幅

は、電話回線はISDNを使っても最大

で128Kbps。これに対してCATVでは

約60Mbpsもある。単純な比較では約

470倍だ。もちろんこの帯域のすべてを

インターネットに使うのではない。本来

の目的である放送に使った残りをイン

ターネットに割り当てているのだ。その

残りの帯域というのはCATV各社がど

れくらいのチャンネルを提供しているか

によるのだが、東急ケーブルテレビジョ

ンの場合は、インターネットに使えるの

が約14Mbpsという。これでもISDNの

100倍以上だ。

ただし、通信速度は自分とプロバイ

ダーの回線の太さだけでは決まらない。

コンピュータからケーブルモデムまでの

ラインが10BASE-Tなのだから、まず

物理的に10Mbps以上の速度は得られ

ない。そして各CATVプロバイダーから

インターネットへの接続がどれくらいの

帯域の専用線で結ばれているのかも問

題になる。前述の東急ケーブルテレビ

ジョンは、1.5MbpsでIIJに接続してい

るという。コンピュータからインターネ

ットまでの一番細い帯域が通信速度の

限界になるから、この場合の最高速度

は1.5Mbpsだ。これをたった1人のユ

ーザーしか使わなければ、前述のネット

スケープコミュニケーター4.05（約16M

バイト）のダウンロードには85秒程度

しかかからない（1.5Mbps＝192Kバ

イト/秒）。しかし、CATVインターネッ

トも、その回線を利用するユーザー全

員でシェアするため、1.5Mbpsの回線

を同時に使う人数が増えるほど遅くな

る。ただ、現在はまだどのCATVプロバ

イダーも契約ユーザー数は多くないの

で、それほど心配することはないだろう。

では実際の通信パフォーマンスはどう

なのか。実のところ、CATVインターネ

ットについては今回はパフォーマンステ

ストは行っていない。これは衛星インタ

ーネットと違ってエリアが限られ、また

利用家屋までケーブルを敷設するとい

う工事が必要なためだ。そこで前述し

た東急ケーブルテレビジョンのロビーに

設置されたコンピュータで試したところ

CATVケーブル 専用線 

ケーブルモデム 

10BASE-T 
ケーブル 

10BASE-T 
ケーブル 

CATVケーブル 

CATVプロバイダー 

インターネット 

CATVインターネットは、データの流れは電

話回線利用のときと変わらない。ただし

CATVプロバイダーから与えられるIPアド

レスとシステムによって、ストリーミングコ

ンテンツなどが利用できないことがある。

地域限定だが安価で高速な

C A T Vイ ン タ ー ネ ッ ト 

CATVインターネットの仕組み
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（設置条件は一般ユーザーと同じ）、ISDN

とは比較にならないほどの速さを体感し

た。普段自宅で使っているISDN（128

Kbps）の10倍以上というのは嘘ではな

いという感じで、「さすが1.5Mbps！」

といったところだ。厳密なテストではな

いが、個人ユーザーやSOHOには十分

すぎるだろう。

サービスエリアが限定され
家屋によっては
利用できないことも

このように高速なCATVインターネッ

トだが、導入に際しては2つの問題があ

る。その1つは、サービス地域が限定さ

れていることだ。CATVインターネット

は、衛星インターネットのように日本全

国どこでもサービスを受けられるという

わけにはいかない。これはCATVの営業

上の規制などによるものだが、加入し

て利用したくても、住んでいる地域が

CATVプロバイダーの地域外では話にな

らない。また、もしサービス地域であっ

ても、料金が高いからといって他の

CATVプロバイダーを検討するというわ

けにもいかない。今引っ越しを考えてい

る方は、上の表のサービス地域も参考

にしてもらいたい。もし転居先がサービ

ス地域のそばで、もう少し妥協しても

いいのなら、そして快適なインターネッ

ト環境が欲しいのなら、上の表は役に

立つはずだ。

もう1つの問題というのは家屋の建物

自体のことだ。通常、CATV（放送・

インターネットとも）は、VHFのテレビ

や電話のように家屋内にケーブルが引

き込まれてはいない。したがって、

CATV各社に契約してケーブルの引き込

み工事をしてもらう必要がある。戸建

ての持ち家なら壁にケーブル引き込み用

の穴を開けてもいいだろう。しかしマン

ション、それも賃貸となるとそうもいか

ない。分譲でも管理組合との話し合い

が必要な場合がある。それにケーブルが

引かれてくる電柱より高いところにケー

ブルを引くのは、現実的には難しいのだ。

最近ではVHFのテレビのように、最

初からCATV用のローゼットが室内に備

えられているマンションもある。その場

合も油断は禁物だ。放送に使う分には

下り線だけですむため、片方向にしか

使えない回線が配線されている場合が

ある。CATVインターネットではデータ

を双方向にやりとりしなければならない

わけだから、この場合も利用することは

できない。注意が必要だ。

料金・初期費用は各社異なる
が固定制なら絶対に安い！

以上の2つの問題を無事にクリアーで

きて、導入の条件が整ったとしよう。で

は導入のための初期費用と月額の利用

料金はどれくらいかかるのだろう。

これについては、実はこの場では明言

できない。その理由は以下のとおりだ

が、なにしろ各社でまちまちなのだ。ま

ず初期費用だが、CATVインターネット

だけで契約できるところとCATV放送と

のセットでないと契約できないところが

ある。CATVインターネットに必須のケ

ーブルモデムを契約時に一括払いで購

入する場合と分割払いにする場合があ

る。さらにこれをレンタルとして月々の

利用料に含めるところもある。ケーブル

モデムだけでなく、放送用の受信機も

同様だ。さらに工事費も各社で異なる。

不親切なようだが、初期費用について

は当該地域のCATV各社に問い合わせ

てほしい。

次に月額の利用料だが、これもまた

各社で異なっている。ただし、こちらは

固定制、つまり定額料金での使い放題

と従量制の2つに大別できる。もちろん

ユーザーにとってうれしいのは固定制

で、これなら常時接続回線として利用

できる。金額は各社まちまちだが、128

KbpsのOCNエコノミーが月額38,000

円ということを考えれば、ずっと高速な

CATVインターネットが少しくらい高く

ても気にならないだろう。

逆に気になるのは従量制で、基本の

時間、たとえば15時間/月と決められて

いると、つなぎっぱなしというわけには

いかないので若干魅力は薄れるかもしれ

ない。それでも電話回線よりはずっと快

適だが。

なお、与えられる電子メールアドレス

の個数やホームページが持てるか、持て

る場合の容量などの付加サービスも各

社で異なっている。こちらも初期費用

実験サービス中 北海道 旭川市 旭川ケーブルテレビ http://www.eolas-net.or.jp/potato/ 6,000円（個人）、10,000円（法人）

サービス中 東京都 台東区 城北ニューメディア http://www.tctv.co.jp/ 4,700円（PC1台）～15,000円（PC10台）

第2回実験準備中 東京都 江東区 江東ケーブルテレビ http://www.koto-cabletv.co.jp/ 未定

実験サービス中 東京都 北区 北ケーブルネットワーク http://www.kitanet.co.jp/ 5,000円（PC1台）、20,000円（2～4台）、40,000円

（LANサーバー接続）

サービス中 東京都 中野区 シティテレビ中野 http://www.ctn.co.jp/ 1,400円+17円/分～8,700円（20時間）+13円/分

サービス中 東京都 立川市・東大和市・国立市 マイ・テレビ http://www.mytv.co.jp/ 3,200円（30Mバイト/月+50円/1Mバイト）～230,000円

（無制限）

サービス中 東京都 武蔵野市・三鷹市 武蔵野三鷹ケーブルテレビ http://www.mmcatv.co.jp/ 1,860円～12,500円＋時間制従量課金

サービス中 東京都・神奈川県 渋谷区・世田谷区・横浜市 東急ケーブルテレビジョン http://www.catv.ne.jp/ 5,200円（インターネットのみ）、7,000円（CATV込み）

サービス中 神奈川県 横浜市金沢区 タウンテレビ金沢・インターラクティブケーブル通信 http://www.seaple.icc.ne.jp/ 6,500円

準備中 千葉県 習志野市 タウンテレビ習志野 http://www2.marinet.or.jp/̃ncn/ 未定

サービス中 山梨県 甲府市 日本ネットワークサービス http://www.nns-catv.co.jp/ 4,950円（64Kbps）～86,600円（1.5Mbps）

サービス中 富山県 高岡市 高岡ケーブルネットワーク http://www1.coralnet.or.jp/city-tv/ 4,300円

サービス中 富山県 婦負郡八尾町 八尾町 http://www.town.yatsuo.toyama.jp/CTY8/ 4,200円（ネットワークIP型契約）

実験サービス中 愛知県 安城市・刈谷市・高浜市 碧海キャッチネットワーク http://www.katch.co.jp/ 不要

実験サービス中 愛知県 名古屋市中区・天白区 名古屋ケーブルネットワーク http://www.herald-nagoya.co.jp/starcat/ 1,500円（トライアル中）

実験サービス中 愛知県 豊田市・三好市 ひまわりネットワーク http://www.himawari.co.jp/ 4,000円（モニター料金）

サービス中 三重県 津市・久居市・河芸町 津ケーブルテレビ http://www.ztv.co.jp/ 5,000円

サービス中 三重県 四日市市 CTY http://www.cty.co.jp/ 2,900円（20円/分）、4,700円（2時間）～

9,500円（10時間）＋時間制従量課金

10月サービス開始予定 三重県 名張市 名張21世紀ケーブルテレビジョン http://www.nava21.co.jp/ 未定

今秋サービス開始予定 兵庫県 尼崎市 チャンネルウェーブあまがさき http://www.hanshin.co.jp/cwa/ 未定

サービスイン 主なサービス地域 事業者名 URL 月額利用料

個人向けインターネット接続サービスを行っている主なCATV会社

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1998/8 357

と月額の利用料金を併せて、各社のホ

ームページを見るか問い合わせるかし

て、導入の前に確認してほしい。とい

っても他のプロバイダーを選ぶといった

選択肢があるわけではないが。

条件が合えばCATVインタ
ーネットは絶対に得、使い
方によっては衛星も考えたい

個人でインターネットを利用するな

ら、家屋や地域といった条件さえ合え

ば、CATVインターネットはおすすめだ。

初期の導入費用に幅があるとはいえ、

普通のCATV放送を契約すると思えば

極端に高いものではないし、月額料金

も3,000～6,000円程度なら普通のプ

ロバイダーのほんの2倍程度。固定制な

らその程度の差額で常時接続回線が手

に入るメリットのほうがずっと大きい。

個人ユーザーだけでなくオフィスへの導

入を考えてもいいだろう。独自ドメイン

のサーバーは持てないが、逆に考えれば

サーバーの分の資金をほかの用途に回

すことができるのだ。従量制の場合で

も現在使っているプロバイダーのコース

が15時間という程度で月額料金にたい

した違いがないなら、その高速性は魅

力だ。趣味でのインターネット利用なら

こちらでもいいだろう。

これに対して衛星インターネットのダ

イレクトインターネットはどうか。やは

り優先順位ではCATVインターネットに

譲る。それでもCATVインターネット導

入の条件が揃わず、かつダウンロードが

主体なら導入してもいいだろう。ただ

し、すでに書いたように月々のダウンロ

ードデータ量と料金を計算してハカリに

かけることを忘れないように。高速さは

快適だが、こちらは使えば使うだけ課

金がかさむのだから。

衛星・CATVインターネット
の将来性

衛星インターネットは、CATVのない

地域で高速な回線が欲しいときに有効

だが、何に利用するかが難しい。時間

ではなくデータ量による従量課金なの

で、「費用より時間が大事！」という業

態、たとえば医療機関での資料入手な

どに利用するのはどうだろう。固定料

金制のプロバイダーと組み合わせれば、

少しは利用料金も安くあげられる。

CATVインターネットは料金が総じて

安い。これはもともと放送用に用意し

てきたインフラの余った部分を使ってい

るからだ。もしインターネットのためだ

けにケーブルを敷設していたら、今のよ

うな料金は実現できないだろう。逆に、

現在まだインターネットサービスを開始

していないCATV各社も、極端な話、

サーバーと上位プロバイダーにつながる

専用線への投資だけでサービスを開始

することができる（スキルと経験は別だ

が）。しかもインフラの余りで売り上げ

が増すとなれば（さすがにそんなに単純

ではないが）、今後はもっと多くの地域

でインターネットサービスが開始される

はずだ。個人ユーザー向けの話とは別

だが、さらに自治体と共同で展開すれ

ば資金が不足しがちな小学校や行政機

関への導入が進む可能性もある。そこ

まで広がると回線の混雑が気になるが、

今はそんな心配をする必要もない。電

話回線によるインターネットが速度的

にも料金的にも限界に近づいており、

それでいてこの1～2年で一般家庭で光

回線が利用できるわけでもない。個人

でもSOHOでも、高速で安価に利用で

きるCATVインターネットは、現在選択

できる最良のインターネットサービスと

言えよう。

従量制の料金システムを採る四日

市市のCTY。個人向けサービスは

4つのコースが用意されている。

jhttp://www.cty.
co.jp/

東急ケーブルテレビジョンの料金

は月額固定制。安価に高速な常

時接続回線が利用できる。

jhttp://www.catv.
ne.jp/

かながわ広域CATVネットワーク推進協議会

jhttp://www.kwac.gr.jp/
岡山情報ハイウェイ実験

jhttp://www.kct.co.jp/technical/hiway.htm
四国CATVネット実験協議会

jhttp://www.shikoku-catvnet.or.jp/

各地で進むCATVインターネット接続実験
すでにインターネット接続サービスが始まっている主なCATV会社は左ページのとおり、まだあまり多くはない。

しかし、全国各地で1社単位で、さらに地域のCATV会社と企業、行政などが協力してその実験を行っている。

それらの実験の内容は個人向けのCATVインターネットにとどまらず、家庭と学校や行政をつなぐ地域ネットワ

ークのインフラとしての利用実験、商業利用に向けての大容量の動画・音声などのマルチメディアデータの配信

実験などまで考えられている。これらは、まさに実験レベルのところから、来年には正式サービスを始めそうな

ところまで、その進捗状況はさまざまだ。ホームページを持っていないところも多いが、左の表にない地域に住

んでいてCATVインターネットに興味のある人は、自分の地域のCATV会社に問い合わせてみてはいかがだろう。
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